
弓削商船高等専門学校技術振興会設立趣意書

弓削商船高等専門学校（以下「弓削商船高専」という ）は，明治３４年に。
弓削村外一ヶ村学校組合立「弓削海員学校」として越智郡弓削村に設置以来、
幾多の変遷を経て昭和４２年に国立弓削商船高等専門学校として設置され、平

6,250成１６年４月には独立行政法人化されました。今日までの１０４年間に
名の実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な技術者を輩出されてい
ます。
弓削商船高専は「しまなみ海道地域」唯一の高等教育機関であり，平成１７

年４月には学士の称号を持った，より高度な幅広い独創的開発能力と国際的視
（ ） 。野を持つ技術者を卒業生として輩出する専攻科 ２年課程 を設置されました

同校では高専の持っている資産（人・知・物）を，住民には公開講座による
生涯学習の実施，企業の方々には共同研究や受託研究など研究や相談の実施と

。 「 」いう形で還元しておられます 平成１４年度には 地域共同研究推進センター
を設置し，民間等外部機関との連携を深め，地域産業の発展・育成のために，
技術相談，技術指導，共同研究等の要請に応え，かつ，リフレッシュ教育の積
極的推進を図り，併せて，弓削商船高専における研究水準の向上に取り組んで
おられます。
また，弓削商船高専は、今治市と国土交通省が今治地域の造船産業の振興を

図るための、平成１６年度都市再生プロジェクト「自立型地方都市再生のため
の地域力整備」に，１７年度には上島町造船振興計画検討委員会に参画されて
おられます。
このように，弓削商船高専は，若く有為な技術者の育成と研究活動等を通し

て，地域産業と連携・交流を積極的に推進されておられますが，独立行政法人
化された事もあり、厳しい競争の時代を向かえておられます。今後とも益々こ
れらの活動を活発に行っていただくには，地域産業界からの協力も今まで以上
に必要と考えます。
つきましては，弓削商船高専における教育研究活動に対し，より一層の協力

を図るとともに，地域産業界との連携・交流を深めることを目的に，僭越なが
ら，私ども弓削商船高専に関係ある者が相諮り「技術振興会」の設立を計画い
たしました。
何卒，以上の趣旨にご賛同くださいまして，格別のご協力を賜りますように

お願い申し上げます。
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